
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

勤務地: 北京・東京 

Tel: +86 10 6590 6639 / 185-1060-5728 

Fax: +86 10 6510 7030 

Email: zhanghong@east-concord.com 

使用言語: 中国語、日本語 

張紅  顧問 

 

専門分野 

日本業務、会社法務と M&A、コンプライアンス業務 

 

略歴 

張紅弁護士は、天達共和法律事務所に所属する弁護士であり、同事務所の上級顧問も

務めております。国内外において豊富な法律実務経験を有し、かつては日本の独立行

政法人である中小企業基盤整備機構の顧問を歴任し、長年にわたり日中両国のリーガ

ルサービスに携わってまいりました。 

日本企業による対中投資案件ならびに中国企業による対日投資案件に数多く手がけて

おり、株式会社の社外監査役および法律顧問としても卓越した実績を有しておりま

す。 

主要な専門分野は、企業法務、M&A、コンプライアンス、知的財産権等にわたり、会

社法、金融商品取引法、知的財産法、労働法などに精通しております。理論と実務の

統合を重視し、企業の資金調達、株主総会、取締役会、監査役会などに関する日常的

なコンプライアンス対応から、国際貿易、会社の組織再編（分割・合併・資産譲渡

等）、クロスボーダーM&A、債務整理、清算、紛争解決に至るまで、広範な法務支援

を提供しております。 

また、中国企業の日本市場上場支援、企業の特許出願、商標・著作権保護などの知的

財産実務においても豊富な経験を有し、近年では医療機関設立支援を含む日中間のヘ

ルスケアおよび医療分野にも注力しております。 

さらに、就業規則や人事制度の整備、労働契約の起草・修正、労働紛争の解決に関し

ても、実務的かつ最適なソリューションを提供しております。 



 

 

学術面においては、広島大学より法学博士号を取得し、日本の教育出版社より『中国法

における会社管理機構』を刊行。日本国立岡山大学では長年教鞭を執り、北京大学法学

院在籍中には中国証券法の草案改正に関与いたしました。東京大学先端科学技術研究セ

ンターでは知的財産法に関する研究を行い、日本特許庁の公式機関誌『特技恳』に「海

外における TLO の比較について（アメリカ・中国・日本の大学技術移転の比較）」を寄

稿いたしました。さらに、北京大学では『中日経済法比較研究』を出版しております。 

東方学者として中国政府からも認定され、「企業法制度と共存共栄」の理論を提唱。比

較法の視点から企業法制度の発展に寄与し、国際社会における多様性・共存・共栄の理

念を重視。企業の社会的責任の重要性を強調するとともに、国内外において多数の学術

論文および著作を発表し、法学界より高い評価を受けております。 

学歴 

1998–2001 米国ワシントン大学ロースクール 

1997–1999 北京大学法学院 博士後 

1991–1996 日本国立広島大学 法学博士取得 

1989–1991 日本国立岡山大学 法学修士取得 

1983–1987 武漢大学 卒業 

 

職歴 

2024-現在 天達共和法律事務所 顧問 

2005–2024 中倫法律事務所 顧問弁護士 

2010–2018 日本独立行政法人中小企業基盤整備機構 顧問 

2004–2005 日本菊池綜合法律事務所 弁護士 

2000–2005 北京時代華地法律事務所 弁護士 

 

代表作 

「企業法制度と共存共栄」 

 

所属社会団体 

東方学者 

北京大学法学院 客員教授 

北京大学中国都市管理研究センター研究員（兼任） 

中国政法大学教授（兼任） 

吉林大学法学院 客員教授 

日本国立岡山大学教授 


